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Research Abstract HP1Y⽋損マウスを⽤いた解析から,HP1γは減数分裂時の相同染⾊体の対合(Takada,Naruse,et al.,Development,2011)及びPGCの増殖(Abe et al.,Biol
Reprod,2011)に重要な役割を果たしていることを明らかにして論⽂として発表した。24年度は転写抑制性ヒストン修飾H3K27me3の脱メチル化酵素Jmjd3の
解析を中⼼に進めた。 
Jmjd3⽋損マウスは出⽣直後に致死となり,体軸形成に異常が認められた。体軸形成に重要な役割を担っているHox遺伝⼦群を中⼼に,定量RT-PCRやクロマチン
沈降法を⽤いて,Jmjd3が体軸形成を制御するメカニズムを解析した。その結果,Jmjd3はHox遺伝⼦群に結合し,転写抑制マークのH3K27me3を脱メチル化する
ことにより,⼀部のHox遺伝⼦群の発現をその発現開始時において制御していることを明らかにした(論⽂投稿中)。⼀⽅,Jmjd3⽋損マウスの胎盤が過形成を⽣じ
ることもわかった。Jmjd3⽋損胎盤では胎盤特異的インプリント遺伝⼦群の発現が異常になっており,⼀部のインプリント遺伝⼦群の発現は,やはりJmjd3による
H3K27me3の脱メチル化で制御されていることを明らかにした(論⽂準備中)。Jmjd3⽋損マウスは出⽣直後に致死であったので,⽣後の⽣殖細胞について解析す
ることができなかった。そこでJmjd3-floxマウスと雄性⽣殖細胞で特異的にCreを発現するTNAP-Creマウスとを交配して,雄性⽣殖細胞特異的Jmjd3⽋損マウス
を作製したが,⽣殖細胞の異常は観察できなかった。
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